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インフルエンザ流行に伴うお知らせ 

 

 

厳冬の候、平素は本校の教育推進にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

さて、今年もインフルエンザが本格流行の兆しを見せ始め、本校でもインフルエンザ A

型発症の報告が日ごとに増えてきており、医師の登校許可が出るまで自宅待機とさせてい

ただいております。尚、新型インフルエンザが一定の基準を超える、もしくは感染拡大の

恐れがあると判断する場合には、学級閉鎖等の処置も考えております。昨年度より実施し

ております朝礼時の健康観察を強化致しておりますが、ご家庭におかれましても下記の留

意事項に十分ご配慮の上、お子様の健康保持に万全を期してくださいますようお願いを申

しあげます。 

記 

 

留意事項 

1． 風邪やインフルエンザ（咽の痛みや発熱、関節痛など）の疑いがある場合には、

登校を見合わせ、速やかに最寄りの医療機関または保健所（発熱相談センター

窓口）へ電話相談をし、指示を仰ぎ、学校にもその結果を速やかに連絡してく

ださい。インフルエンザと診断された場合には、家庭で十分に休養をとり、再

度医師の指示にて登校を開始してください。尚、学校への連絡時には、季節性

か新型かをお知らせいただければ有難く存じます。 

2． 生徒が睡眠不足や過労にならないよう日頃から御留意いただき、不要な外出は

なるべく控えさせてください。 

3． 病原体は口腔や鼻腔から感染しますので、うがいと手洗いの励行をよろしくお

願い致しします。 

以上 

 


